
名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU

災害に備えて花が咲く街のルールづくり

公益性を有した地区計画により、昭和から積み残した課題を解決！
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「地域まちづくり活動助成」報告会プレゼンテーション資料

AIが描いた街のイメージ図



名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKUどんな場所？
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地域の代表的な建物である３棟の花車ビルは、

名古屋市における第１号の再開発事業*の一環として、

江川線の拡幅に伴って建設されたものです。

*小鳥町第一市街地改造事業

活動地域は、中村区名駅五丁目の1番～23番で、

名古屋駅から徒歩10分程度の場所に位置しています。



名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU地域の特徴は？

2

10月の花車神明社祭では、からくり演技の奉納(名駅山車揃え)が行われます。

幹線道路沿いは高いビルや路面店が並んでいる都心の景色ですが、

地区中央部は戸建て住宅や社寺などの低い建物が混在しています。

※写真：公益財団法人名古屋観光コンベンションビューローHPより

※ ※

Next…地域の課題



名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU地域の課題 ①
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防災対策が遅れています

狭い道路や老朽建物の存在により、

災害発生時の危険度が高い街に

なっています。

中村区新明学区 震災行動避難マップより作成

特に、道幅が狭い地区中央部では

災害発生時の逃げ道、避難場所、

緊急車両の通行などについて

心配する声が多く上がっています。



名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU地域の課題 ②
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街の発展が阻まれています

名古屋市の都市計画上の位置付けから漏れた空白地帯となっており、

地区中央部の指定容積率*が400%の設定になっていることから、

街の発展を妨げる要因となっています。
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*容積率とは、敷地面積に対する建物の延べ床面積の割合で、
建物の大きさを制限するルールです。

活動地域

400%



名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU

助成申請 フェーズ 活動概要

H29年度 組織づくり ・花車ビル三館は地域まちづくり活動団体の結成を計画
・東側住人は「名駅５丁目地区まちづくり協議会」を結成

H30年度 組織づくり ・組織の一本化と活動地域の再設定について共同協議を開始

R1年度 組織づくり ・有志による新組織結成の発起人集め、活動計画協議を実施

R2年度 1回目
構想づくり活動助成

組織活動始動 ・新組織「名駅東花車･船入地区まちづくりの会」を結成
・情報発信を目的とした【ホームページ】を開設
・第１回勉強会を開催

R3年度 2回目
構想づくり活動助成

構想の要素収集 ・地域交流イベントを実施
・第２回勉強会を開催
・【地域アンケート調査】を実施
→課題・将来像などの共通認識を把握

R4年度 3回目
構想づくり活動助成

構想づくり ・第３回勉強会を開催
・地域交流イベント「花ぐるマルシェ」を開催
・第４回勉強会
・ビジョンシート【はなぐるまちづくり構想】を製作
→まちづくりの方向性を示す

R5年度 4回目
構想づくり活動助成-
コンサルタント委託

推進手法の検討 ・第5回勉強会
・高度な構想資料【はなぐるまちづくり構想の進め方】を製作
→防災と地区計画による構想の推進手法を打ち出す

R6年度 5回目
構想づくり活動助成-
コンサルタント委託

合意形成の案づくり

これまでの活動

5

課題解決を目指して連続５回の助成を受けながら活動を続けてきました

Next…今年度の取り組み



名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU今年度の取り組み
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専門家の力を借りた

合意形成のアイテム作り
です！

◆助成メニュー 構想づくり活動助成（コンサルタントへの委託）

◆主な活動 ①地区計画検討会を4回開催

②名古屋市協議を2回実施

③地区計画素案のたたき台(成果物)を製作

◆狙い ①構想の実現性に確信を持ってもらいたい

②何に賛成してもらうのかを明確にしたい

一言でいうと・・・



名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU地区計画検討会の告知方法

毎回、開催案内と活動報告を載せたチラシを作成・印刷し、

手配りでの配布と、地域外居住の地権者へ郵送を行いました。 （HPやXでも告知）

7

反対意見やご不満の声は
出ませんでした



名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU第１回
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地区計画の概要と事例を紹介し、参加者にて街の現状に対する問題点や

大切にしたいもの、街にあると良いものなどを話し合いました。

7月25日（木）

道路が狭く緊急車両が入れない、建物の老朽化が進んで

いる、山車文化を継承したい、公園・遊歩道が欲しい、

個別建替が進むと合意形成が難しくなる、

などの意見が出ました。

参考事例 ☞ 東京都荒川区 尾久東部地区



名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU第２回
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地区計画の先進事例を紹介し、地区計画の目標（骨子案）と、車路・歩道・

公園の配置など、理想の地区内ネットワークについて意見交換を行いました。

9月18日（水）

道路整備、緊急車両通行、土地の高度利用、広場の配置、

地下空間の活用に関する意見がありました。

参考事例 ☞ 千種二丁目地区

麻布台ヒルズ(虎ノ門・麻布台地区)

グラングリーン大阪



名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU第３回
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地区内ネットワークを３案にまとめ、行政相談結果、防災・道路・容積率・

公園など土地利用の方針と、権利者のメリットを考えました。

11月20日（水）

地区内に幹線道路を整備する案に賛同意見が多く、

複合的な市街地とする方針や、地区の内側まで

中高層建物を拡げる考え方が出されました。

地権者のメリットとしては、防災性向上による

安全・安心な街の実現のほか、

資産価値向上や山車文化の継承が挙げられました。

地
区
内
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ッ
ト
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名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU第４回
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これまでの論議を基に試作した『地区計画素案のたたき台』について意見

交換を行い、地権者メリットと地区の将来像を考えました。

1月23日（木）

山車蔵の保存、広場の位置、容積率の上限設定、

地下道、防犯面の強化、戸建てエリア確保、

緑地の確保による地域イメージの向上など、

より具体的な意見が示されました。

参加者の急な発案で『地区

計画素案のたたき台』に対

する賛否を問うことになり、

参加者全員が挙手して賛成

の意思が確認できました。

Next…今年度の成果



名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU【成果】地区計画素案のたたき台の考え方 (1)
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目的 ～防災と発展～

◆ 狭い道路や老朽建物の災害
危険を、土地の共同化や建
物の高層化などにより解消
します。

◆ 緑あふれる広場や見せる山
車蔵の新設などにより、賑
わいと地域魅力を高めます。

◆ 名古屋駅から徒歩圏内にあ
りながら周囲に比べ発展が
阻まれている現状を改善し、
住んでよし、働いてよし、
楽しんでよし、のまちづく
りを推進します。

考え方が
明確に

なりました



名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU【成果】地区計画素案のたたき台の考え方 (2)
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方針 ～誰をも受け入れる実りある街～

•十字の道路配置は、日常の交通を円滑化するとともに、災害時には避難路として機能。
•南北の道路は、自動車の安全な通行と幹線道路へのアクセス向上を狙う。
•東西の道路は、指定避難場所である笹島小中学校へ渡る歩道橋や堀川沿いへの移動を考慮。
•東西には歩きやすい歩行者専用通路も整備し、主要道路間の人々の往来を確保。
•道路および敷地境界は、延焼防止および緊急車両の活動を考慮した設計。

•緑豊かな広場を整備し、日常の地域交流および憩いの場として活用。
•高低差も利用して人々と各エリアをつなぐ公共空間に。
•災害時には一時避難場所や防災対応拠点として機能。
•雨天時でも山車の組み上げが可能なスペースを確保。
•見せる山車蔵を新設し、賑わいづくりと文化継承に寄与。

•耐震性・防火性を強化し、自然と調和した住まいを整備。
•集合住宅は高層化し、南向きで日当たりの良い住戸も確保。
•景観の統一性を保ち、個人のライフスタイルを尊重した戸建住宅エリアを設置。
•防犯性にも配慮し、安心・安全で快適な暮らしを提供。
•地権者の費用負担を抑えつつ住み替えできる権利変換などを活用。

•地下鉄駅やSRT停留所との接続及び地下通路や地下広場の活用で利便性を向上。
•1階部分に路面店を配置し、公共空間との連携を強化。
•個人商店や小劇場などの文化的施設が共存する特色ある商業拠点を形成。
•医療施設、老人福祉施設、保育所を設置し、全世代対応型のインフラを整備。
•オフィスを集約化し、快適な公共空間とハイスペックな仕様を提供。

•居住人口および昼間人口の増加により賑わいを創出し、愛着の持てる街を実現。
•エリアマネジメントや緑地・広場の自主管理を通じ、コミュニティ形成を促進。
•社寺との連携で文化体験や伝統行事を維持・保全。
•堀川の親水空間を活用するなどしてアクティビティ創出を計画。
•四間道や周辺地域とのつながりを深め、歩いて楽しめるウォーカブルな街を形成。

1. 道路

2. 広場

3. 住環境

4. 商業施設

5. 地域活性化

盛り込む
要素を
整理

できました

SRT：名古屋市HPより



名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU【成果】地区計画素案のたたき台
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専門的な
計画案も
作成

できました

地区幹線道路、避難路、緑地、

広場、地下通路、SRT停留所、

山車文化継承、容積率1300％



名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU今年度の活動を通じて
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防災と発展

当初は、多種多様な意見が交錯していましたが・・・

を目的とした

合意形成のアイテム
(=地区計画素案のたたき台)

が完成しました

Next…行政の反応



名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKUこれまでに頂いた評価意見 (一部抜粋修正)
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5月 選考会

・昨年度までにまちづくり構想が一定
程度整理され、これをより多くの関係
者の共感と合意を取り付けていくこと
が次のステップ。

・地区計画の合意を取り付けていく前
段として「たたき台」を作成する、と
いう進め方も妥当性がある。

・「ルールをつくること」それ自体が
身を乗り出したくなるテーマとも考え
にくい為、「地区計画を作ることのメ
リットや作らないことのデメリット」
など、地区計画をつくる意義への合意
や動機付けには十分な工夫が必要。

・地区計画に盛り込む要素と要素の間
(道とお店のつながり方、住宅地と水
辺のつながり方など)、中間の使い方、
作り方への創意工夫もご検討ください。

11月 中間報告

・地域住民が地区計画検討会に来ない
のであれば、団体側から出向くしかな
いと思う。団体からのアプローチを考
えた方がよい。

・本当に地域を巻き込むならば、メン
バーで１軒ずつ回るしかないのでは。
今は話に行く際の説明内容を決める、
というイメージがよいのではないか。

・少し手詰まりを感じるので、いった
ん構想は置いておいて、まちで色々と
楽しいことをしてみませんか？と提案
するのもひとつの策。煮詰まるならば
別のアプローチも検討してほしい。



名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU名古屋市との協議におけるコメント (一部抜粋修正)
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10月16日

・道路や公園などの整備条件は、道路
管理者や警察などの複数の関係者との
協議が必要である。

・現行の指定容積率などは、道路等の
都市基盤が脆弱であることを踏まえて
設定されており、都市基盤が整えば見
直しの可能性がある。

・地区計画を定めるにあたっては、
都市計画提案制度の活用が原則であり、
そのためには一定以上の地権者の同意
や上位計画との整合性などの要件を満
たす必要がある。

・提案制度を活用する場合、地区計画
の内容に関する協議・相談には随時対
応可能であるが、地権者の多数が賛同
している案での協議が望ましい。

2月20日

・例えば区画整理のように、面的に民
間開発エリアを取れば、そこにどのよ
うな道路を整備していけばよいかを計
画する。道路整備などにもかなりのコ
ストがかかるようだ。立ち退きのため
の費用などもかかる。そのような収支
を見て、事業化を検討していくことが
重要だと思う。

・今回のたたき台のポイントは、細か
い土地利用ではなく、土地を共同化し
て大規模化し、細い道は回避して太い
道路を通していくことが中心のコンセ
プトになっている。それが、様々な関
係者に受け入れられるかが大きな課題
だと思う。

・道路の新設や移設、水道や下水の整
備など、民間事業の中で実現できれば、
夢のようだと思う。



名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU活動のジレンマ
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５回も助成を受けながら活動を続けていますが・・・

まちづくり構想の合意形成を進めようにも
事業計画が立たずに実現可能性に懸念を抱かれ、

事業計画を立てるために行政参画を求めても
合意形成が無ければ行政は動かず、

残念ながら原因と結果の循環から抜け出せていません。

Next…今後の展望



名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU

三者協働

今後の展望
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公益性の高い「まちづくり構想」を提示
▼

地権者の合意形成を基に名古屋市協議を実施
▼

指定容積率アップを目論んだ地区計画(目標は1300%)

▼

詳細な事業計画(市街地再開発事業、土地区画整理事業、防災街区整備事業など)

▼

土地の共有化･大規模化で建て替えを推進
▼

地権者の費用負担を抑えた住み替えを実現
▼

防災性能の高い安心･安全な市街地を形成

続々と考え方への賛同が集まりつつある！

構想が実現するイメージが見えてきた！

地権者

事業者行政



ご参加 ご支援 ご協力

よろしくお願いします
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名駅東花車･船入地区まちづくりの会
MEIEKIHIGASHIHANAGURUMAFUNAIRICHIKU

災害に備えて花が咲く街のルールづくり
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